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ヒ
ラ

茜

右

衛

門

は

質

在

し

た

人

物

に

相

建

あ

る

ま

い

。

天

一

一

帯

。

子

を

着

し

侯

の

前

に

出

た

。

依

っ

て

之

を

捕

ヘ

、

座

一

子

と

な

っ

た

も

の

。

除

九

百

石

O
大
小
格
認
に
班
し
、

E
四
年
石
川
郡
隠
巣
城
主
で
あ
っ
た
卒
野
静
右
衛
門
一
ヒ
ラ
マ
ツ
イ
へ
Z

平
松
伊
兵
衝
突
は
織
田
信
一
般
牢
に
樟
禁
し
、
食
を
断
っ
て
餓
死
せ
し
め
た
。
一
同
番
頭
か
ら
漸
く
准
ん
で
定
番
頭
に
至
り
、
元
旅
七

も
亦
同
人
で
あ
ら
う
と
い
ふ
O

↓
ジ

y
エ
モ

y
ザ
カ
一
長
の
臣
平
松
奥
右
衛
門
の
子
佐
久
間
清
右
衛
門
で
あ
一
ヒ
ラ
ヰ
タ
ロ
ベ
Z

卒
井
次
郎
兵
衛
寛
永
十
四
一
年
九
周
廿
三
日
六
十
三
践
を
以
て
残
し
た
。

甚
右
衛
門
坂
。
一
る
が
、
清
右
衛
門
は
佐
久
間
信
般
の
義
子
で
あ
っ
た
一
年
前
回
利
常
に
仕
へ
、
三
百
石
を
領
し
、
元
機
四
年
一
ヒ
ラ
ヲ
カ
ノ
卒
岡
野
源
平
服
装
記
稼
永
二
年

ヒ
ヲ
ノ
チ
プ
手
Z

モ
ン
平
野
治
部
左
衛
門
初
一
鴛
同
氏
を
胃
し
た
の
で
あ
っ
た
。
伊
右
衛
門
は
慶
長
一
夜
。
子
育
左
衛
門
の
時
家
断
絶
し
た
。
一
に
、
『
源
氏
は
左
右
な
く
追
掛
け
ず
、
押
建
て
陸
地
に

め
て
松
任
に
於
い
て
前
回
利
長
に
任
へ
、
疎
加
増
と
一
十
九
年
前
回
利
常
に
仕
へ
て
四
百
石
を
領
し
、
延
貨
一
ヒ
ラ
ヰ
フ
タ
サ
イ
シ
ョ
ウ
卒
井
復
蔚
詩
稿
一
一
懸
て
加
賀
閥
卒
岳
野
の
木
武
林
に
陣
を
取
る
。
』
又
臨

も
ご
百
ご
十
石
に
去
り
、
寛
永
六
年
夜
し
た
。
子
孫
一
六
年
に
夜
。
子
孫
務
に
世
襲
す
る
。
一
加
。
大
型
寺
の
人
復
蔚
平
井
元
直
の
務
ご
百
九
十
三
一
安
二
年
十
ご
用
得
田
加
賀
介
意
房
の
軍
忠
紋
に
、
『
北

務

に

慨

捜

す

る

。

一

ヒ

-
7
ヤ
マ
平
山

h
d
，
鳳
至
郡
藤
搬
の
内
の
一
首
を
集
め
た
も
の
で
、
大
正
ご
年
そ
の
採
平
井
松
ご
一
闘
鑓
御
退
治
御
下
向
之
践
、
桃
井
申
務
少
輸
己
下
凶

ヒ
ラ
ノ
ハ
チ
マ
ン
ジ
ン
シ
ヤ
卒
野
八
幡
紳
批
一
小
手
。
一
郎
の
編
す
る
腕
。
前
削
刺
魁
の
題
鮮
と
苦
闘
醇
一
の
一
徒
加
州
平
岡
野
陣
取
。
』
と
あ
る
。
今
石
川
郡
に
南
民

鳳
京
都
平
野
に
銀
座
し
:
民
事
ご
年
の
醤
上
に
平
野
一
ヒ
ラ
ワ
タ
リ
卒
漉

h
h
F
W

岡

京

都

中

婦

の

内

一

序

と

が

あ

る

。

一

関

村

・

北

鹿

岡

村

が

あ

る

も

の

是

で

あ

ら

号

。

村

八

幡

宮

と

あ

り

、

文

政

世

続

般

に

は

、

修

理

等

は

一

の

小

手

。

一

ヒ

ラ

ヰ

モ

ト

ナ

ホ

平

井

元

直

大

型

寺

務

士

。

一

ヒ

ヲ

ヲ

カ

ノ

コ

ダ

チ

バ

ヤ

シ

卒

岳

野

木

立

林

平
野
・
此
木
爾
村
に
て
行
ふ
と
あ
る
。
一
ピ
ラ
ワ
ン
比
震
鶴
岡
京
都
中
時
憾
の
東
部
、
一
週
構
五
郎
左
衛
門
、
老
し
て
無
入
と
股
め
た
。
銃
は
一
・
4
コ
ダ
チ
パ
ヤ
シ
木
立
林
。

ヒ
ラ
ノ
プ
卒
信
加
州
住
の
一
代
鍛
冶
。
一
烏
属
崎
か
ら
松
崎
に
去
る
闘
を
、
特
に
比
良
憾
と
呼
一
復
滞
。
知
行
入
十
石
。
江
守
長
崎
を
師
と
し
て
風
情
び
、
一
ヒ
ラ
ヲ
カ
ノ
ジ
ン
ジ
ヤ
卒
岡
野
紳
結
石
川
郡

ヒ
ラ
ノ
ヤ
ハ
ン
ス
ケ
卒
野
屋
牟
助
金
揮
の
町
一
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
一
頗
る
綬
史
に
逝
じ
た
が
、
資
性
総
識
に
し
て
間
建
を
一
臆
閲
に
鎮
座
す
る
。
式
内
等
萄
枇
担
に
、
『
平
岡
野
跡

人
。
由
緒
醤
に
よ
れ
ば
、
元
組
宇
助
は
河
内
閥
平
野
一
ヒ
ラ
キ
イ
ヘ
モ
ト
卒
井
家
元
平
井
民
は
悦
々
一
求
め
な
か
っ
た
o
元
直
榔
奉
行
・
作
事
奉
行
を
経
て
二
位
。
民
間
村
銀
座
。
脱
=
山
王
林
二
倍
枇
也
0
』
と
見

の
者
で
、
-
本
姓
山
岸
氏
。
上
方
に
於
い
て
前
回
利
家
一
金
津
郊
外
泉
野
に
住
し
て
包
脂
守
を
受
領
し
た
銀
物
一
弘
化
元
年
六
月
近
習
侍
誠
、
安
政
ご
一
年
ご
月
足
蝿
顕
一
ぇ
、
混
言
宗
顕
証
院
が
そ
の
別
笛
で
あ
っ
た
o
も
と

か
ら
用
命
を
受
け
て
ゐ
た
が
、
後
金
揮
に
衆
り
、
尾
一
師
で
、
そ
の
家
系
は
家
元
・
家
長
・
家
永
・
家
次
・
伊
永
一
勝
曾
顕
示
談
相
手
、
四
年
正
用
時
賓
館
用
掛
と
な
り
二
鹿
悶
山
王
枇
と
稽
し
た
が
、
明
治
元
年
鹿
閲
日
昔
匙

坂
下
の
申
町
で
屋
敷
を
賜
は
り
、
慶
長
七
年
二
月
夜
一
と
相
繕
い
だ
も
の
L
如
く
で
あ
る
o
現
存
の
作
品
に
一
明
治
元
年
ご
周
終
に
時
習
館
曾
蹴
に
怨
み
、
製
授
の
一
と
改
め
、
七
年
叉
平
閲
野
枇
と
し
た
。
藩
政
の
時
そ

し
た
。
ご
代
牢
助
道
知
は
利
常
か
ら
上
使
宿
を
命
ぜ
一
説
い
て
言
へ
ぽ
、
家
長
は
高
治
元
年
、
家
永
は
元
旅
一
増
設
に
際
し
て
特
に
カ
を
致
し
た
。
ご
年

E
E病
を
一
の
山
王
祭
は
毎
年
四
用
申
の
日
に
飽
き
れ
、
紳
幸
甚

ら
れ
、
寛
永
十
年
六
周
授
。
一
-
一
代
半
助
も
上
使
宿
を
一
元
年
・
元
隊
三
年
、
奥
四
兵
衛
家
次
は
元
秘
十
二
年
・
-
以
て
識
を
絡
め
、
三
年
十
二
周
二
十
五
日
夜
。
享
年
一
だ
碇
践
で
あ
っ
た
。
醤
祉
に
愛
染
明
王
塔
婆
闘
鎗
一

勤
め
、
そ
の
子
三
十
郎
は
小
々
締
と
な
り
山
岸
氏
を
一
翼
永
三
年
金
徳
四
年
、
伊
永
は
亭
保
十
九
年
・
元
文
一
六
十
七
。
調
樹
秘
録
・
復
務
時
稿
の
箸
が
あ
る
。
一
舗
を
臓
し
、
そ
の
添
替
に
『
奉
=
闘
鎗
-
愛
染
明
王
塔

帯
し
た
。
四
代
半
助
以
後
代
々
町
年
寄
を
勤
め
た
。
一
五
年
等
に
そ
の
名
が
見
え
る
o

一
ヒ
ラ
ヰ
モ
リ
ト
モ
卒
井
盛
償
請
は
摘
倫
1

宇
一
婆
一
舗
。
志
趣
者
沙
蔚
賢
淑
並
女
大
施
主
。
悶
源
高

ヒ
ラ
ノ
ヲ
カ
Z

号
ン
平
野
岡
右
衛
門
線
三
百
一
ヒ
ラ
ヰ
キ
チ
ザ
Z

号
ン
卒
井
吉
左
衛
門
初
め
一
は
伯
明
、
逝
稽
治
右
衛
門
、
南
郷
と
脱
す
る
o
最
も
一
民
御
息
災
延
命
増
長
欝
稿
。
掠
今
度
御
上
格
安
穏
泰

宏
十
石
。
安
醤
侯
浅
野
吉
長
夫
人
附
の
物
顕
並
を
勤
一
菅
丞
。
線
三
百
石
。
元
文
四
年
ご
用
十
八
日
若
紫
石
一
鎗
剣
を
能
く
し
、
門
人
茜
だ
多
か
っ
た
。
天
明
四
年
一
平
放
也
。
元
隠
元
年
七
用
十
一
日
。
永
徳
ご
年
九
用

め
、
貿
永
七
年
閤
八
周
七
日
そ
の
槙
田
御
貸
小
屋
に
一
川
政
右
衛
門
等
徒
黛
を
企
て
、
昔
左
衛
門
を
殺
し
た
一
一
一
一
周
一
一
日
四
十
九
歳
で
夜
。
一
廿
日
修
補
之
円
ハ
ハ
一
理
関
上
人
。
願
主
成
口
。
右
筆

於
い
て
、
浅
野
家
よ
り
の
附
人
間
役
小
足
源
太
兵
衛
一
が
、
忽
ち
露
顕
し
、
七
月
サ
一
日
中
町
茂
左
衛
門
・
高
一
ヒ
ラ
ヲ
カ
シ
マ
ス
ケ
卒
岡
志
摩
助
元
利
三
年
一
軍
然
。
』
と
あ
る
。
賢
観
及
び
高
氏
は
佐
々
木
氏
ハ
京

を
打
果
し
て
切
腹
し
た
。
一
桑
忠
右
衛
門
・
吉
村
設
右
衛
門
・
小
者
時
内
・
浪
人
某
一
前
回
利
常
に
仕
へ
て
疎
千
石
を
受
け
、
御
使
番
・
足
一
極
民
)
で
あ
る
が
、
高
氏
印
ち
道
器
が
こ
の
年
上
洛

ピ

七
一

O


